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１． はじめに 

三重県内ものづくり企業の新たな挑戦を支援す

べく，平成 29 年度より「みえ産学官技術連携研

究会」を設置し，県内企業，大学等の高等教育機

関，行政機関，支援機関等と連携・協働を進めて

いる．本連携研究会の下に，地域資源，基盤技術，

成長分野および広域連携の 4 つの研究会が設置さ

れている． 

基盤技術検討会に位置づけられる光利用技術検

討会では，深紫外 LED やテラヘルツ（THz）波

の産業応用に関する研究開発に取り組むととも

に，光利用技術の情報提供並びに産学官連携によ

る研究プロジェクトの創出・提案を行っている．

今年度は，THz 波の産業応用を目指し，県内企業

などが THz 波による材料評価を実際に行うトラ

イアルを実施するとともに，関連する大学との競

争的研究資金への提案について検討した．  

 

２． トライアルの実施 

今年度は，食品関連企業および化学製品製造企

業が，THz 分光およびイメージングによる製品評

価を実施した．食品関連企業では，食品に含まれ

る水分の有無や分布を非破壊かつインラインで評

価したいという課題があり，水分に極めて敏感な

THz 波 1)を用いることで，その課題が解決できる

かを検討した．結果としては，THz 分光で水分に

関する情報を得ることができたが，THz イメージ

ングでは詳細な水分の分布を把握することはでき

なかった．これは，使用した THz 波の波長が数

100 m～1 mm 程度であるために分解能が低く

なったことと，サンプルの凹凸による散乱の影響

が大きかったためと考えられる．以上のことより，

THz 波により食品中の水分の有無の把握が可能

であることがわかり，乾燥が終了したかどうかを

非破壊で評価できることがわかった．また，水分

の分布については，高精細でないものの，全体的

な分布は可能であると考えられた． 

次に，化学製品製造企業では，樹脂中のフィラ

ーの配向性を非破壊で評価したいという課題があ

る．今回，評価した樹脂は黒色のものであり，可

視光での評価は困難である．また，X 線ではソフ

トマテリアルの評価に課題がある．そこで，THz

波用いて，樹脂製品を評価した．今回，樹脂に添

加したフィラーは，THz 波に対して偏光特性を示

すことが明らかになり，そのことを活用した非破

壊検査の可能性が示唆された．今後，樹脂製品の

製造方法と THz 波特性との関係を調査し，非破壊

検査技術としての可能性を追求していく．  

 

３． プロジェクトの創出・提案 

これまでに，JST の A-STEP や未来社会創造事

業（探索加速型）に「テラヘルツ波によるセラミ

ックス製造管理システムの開発」というテーマで，

名古屋大学と共同で提案してきた．今年度は，提

案を見送り，研究成果を蓄積することとした．そ

の結果，THz 分光によるセラミックタイルの非破

壊検査技術 2)，セラミックスの熱伝導率と THz 波

の関係 3)，ワンショットパルス分光法の開発など

新たな知見が得られた．また，両者で協働し，イ

ンライン検査に向けた THz スキャナーの利活用

も進めている．THz 波だけでなく，ミリ波も視野

に入れると，応用範囲が広がるとともに，安価な

光源という利点も享受できる可能性がある．今後，
＊ 窯業研究室 
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これまでの申請書をブラッシュアップするととも

に，申請内容に合致する競争的研究資金のメニュ

ーを探索していく． 

THz 波の産業応用においては，その分光特性な

どの理論的な解明もまた必要となってくる．今後，

ガラスのボゾンピークの THz 分光 4)や格子振動

（フォノン）に関する解析を行っている筑波大学

とも連携を図り，競争的研究資金への提案も行い

ながら，理論解析も進めていきたい．  

 

４． まとめ 

今後は，窯業技術検討会の中で，県内企業の課

題やニーズの発掘，情報提供，企業との共同研究

や支援を行う．また，連携先の大学や県内企業と

共同で，外部資金等への展開を検討していく． 
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